


















































利用世帯は 2003 年末に 47.8%、2004 年末に 62.0% となり、消費者向けのネットサービ

















　第 2回将棋電王戦は対抗戦形式で行われた。2013（平成 25）年 3 月、ponanza が佐
藤慎一を破り、将棋ソフトは初めてプロ棋士に勝利した。また、敗勢の形勢を 230 手に
持将棋（引き分け）に持ち込んだ塚田泰明―Puella	αの対局は翌日のニュース番組「真
































































されていた。販売収入は 12,839 億円（2000 年度）から、10,208 億円（2016 年度）の減















　個人のスマートフォン（スマホ）の保有率の推移をみると、2011 年に 14.6% であっ
たものが、2016 年には 56.8% と 5 年間で 4倍に上昇している。また、30 歳代以下の世
代では、2013 年にはすでに 6割を超えていた 17。特に 10 代、20 代はスマートフォンの
























































































































1	 第 30 期名人戦。1971（昭和 46）年 4月 ~6 月、大山康晴に升田幸三が挑戦。「升田式石田流」
を採用し、最終局までもつれ込む熱戦を繰り広げた。
2	 『読売新聞』1987 年 8月 8日夕刊　参考。
3	 1988（昭和 63）年 4月 14 日、NHK 衛星第一 /BS1 で第 46 期「将棋名人戦」第 1局―第 1
日―として放映されたものが衛星放送でタイトル戦中継の最初。
4	 小 川 博 義「 第 37 期 王 位 戦 イ ン タ ー ネ ッ ト 速 報（4 号 ,1997.3.3）」『 か け は し
ア ー カ イ ブ ズ - 将 棋 を 世 界 に 広 め る 会 』 ホ ー ム ペ ー ジ（http://shogi-isps.org/
kakehashi/2004/07/4199733-9592.html）（2018 年 10 月 13 日閲覧）。
5	 ［佐々木　2018］　P69-70 参考。
6	 ［羽生・川上他　2013］、初出は『週刊ダイヤモンド』2013 年 4月 13日号。
7	 	山田泰弘、又吉龍吾「ドワンゴは､ だから採算度外視で将棋をやる　―人類とコンピュータ
の勝負は新たな段階へ」『東洋経済ONLINE』ホームページ（2015 年 7月 4日更新）（https://
toyokeizai.net/articles/-/75247）（2018 年 10 月 14 日閲覧）
20将棋と文学スタディーズ
8	 ［奈良　2018］　P58-59 参考。












17	 「図表 1-1-1-2	スマートフォン個人保有率の推移」総務省（2017）『平成 29年版　情報通信白
書』、P3
	 http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/pdf/29honpen.pdf
18	 「図表 1-1-3-4	スマートフォンのネット利用時間（項目別）」注 17同、P11
19	 注 17 同、P8
20	 「専門家に聞きました !　SNS の過去・現在・未来」［風間・岡本　2018］でのインタビューに
対する天野彬のコメント。
21	 「Twitter でのアンケート機能による調べ」（投票数 191、2018 年 5月 16~17 日）　田代深子「「観
る将棋ファン」の情報受容について」「将棋と文学研究会」2018 年 5月例会報告参考。
22	 総務省『社会課題解決のための新たな ICT サービス・技術への人々の意識に関する調査報告』、
2015 年、P45、http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/linkdata/h27_06_houkoku.pdf、（2018







大川慎太郎（2018）「公式棋戦の動き」『将棋世界』2018 年 8 月号　日本将棋連盟、P191








の狭間」『ユリイカ』7月号（第 49 巻第 11 号（通巻 704 号））　青土社、P188-189
小暮克洋（2012）「王座戦観戦記」『日本経済新聞』2012 年 5 月 25 日夕刊
近藤正高（2017）「棋士たちの伝説はいかにして生まれたか」『ユリイカ』7月号（第 49 巻第 11
号（通巻 704 号））　青土社、P97
佐々木裕一（2018）『ソーシャルメディア四半世紀』　日本経済新聞出版社、P69-70、P349-350
鈴木大介（2017）「第 7章　炎の七番勝負を振り返って」　日本将棋連盟書籍編集部　編『天才
棋士降臨・藤井聡太』　日本将棋連盟、P152-153
奈良智之（2018）「新興メディア・AbemaTVとは何か ?」『週刊プロレス』No.1954　ベースボー
ル・マガジン社、P58-59
羽生善治・川上量生　他（2013）『ドキュメント電王戦』　徳間書店、P45
藤本耕平（2015）『つくし世代』　光文社、P139、P171-174
山川公生（2017）「将棋、ネット放送も熱戦　「アベマTV」が参入」『日本経済新聞』2017 年 2
月 13 日夕刊
渡辺明（2007）『頭脳勝負』　筑摩書房、P98
